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『 秋のフイー
ル ドoミ ーテイングご案内』

道端のコスモスの花が満開となり、本 々の紅葉 も一段 とあざやかに、秋本番

とな って参 りましたが、各局には益 々お元気で活躍のことと思います。

さて、年間行事の一つ、秋のフイール ド・ ミーテイングを下記により実施致

しますので、万障お繰合せの上、多数ご参加下 さるようご案内申 し上げます。

記

○  日   時 昭和 58年 11月 6日 (日 )午 前 10時  集合 (出発 )‐
0 行 先 地 徳 島県鳴門公園、観潮及び大橋架橋見物

(そ の外 岡崎城跡、鳥居記念館、大麻比古神社、霊山寺、
大容焼釜元等参加者の希望により当日決定 します。 )

○ 集 合 場 所 三木町 長尾街道沿いの 「 スーパーマルナカ駐車場」
(途中からの参加 も結構です。 )

○  行程その他 集合場所から 長尾街道東進→国道 11号 に出て、小鳴門橋
経由→鳴門公園に。帰略 は吉野川沿いに走 り塩江廻 りになる

かも ? 昼食は途中の ドライブインで“海鮮料理 "を とるも
よ し、また弁当持参 も自由です。雨天 も決行 とします。

タ ラブ役員会報 告

去 る昭和 58年 10月 14■ (金 )18時 から、喫茶「 不二の屋 」にて県支
部大会 の件を主議題 とする本年度第 3回 目の役員会が開催 され、つぎのことに

つ いて熱心な討議が行われました。

(1)s58年 度 JARL県 支部大会の開催準備について

0 昭和 59年 3月 11日 (日 )開催予定
O 会場 牟礼町公民館大ホ ,ル  ほか  (駐 車場あり )

上記の日時・場所のほか当日の催 しもの、 FOX実 死の可否、各方面への

広報、準備の割当担当等について打合せましたが、本年度は当クラブでお世

話することになっていますので、各局のご協力をお願いいたします。

(2)高松市趣味文化祭参加 について (同封の趣味文化祭ご案内参照 )

昭和 58年 10月 30日 (日 )文化センター3Fにて みだしの文化祭行

事 として、 JA5YDEの 公開運用、写真及び資料の展示を行います。

(免許証持参でォペンーテイングに多数お出掛け下 さい。運用はおおむね

16時までとします。 )

(3)秋のフイール ド・ ミーテイングの実施 について

種 々検討の結果、別掲ご案内のとおり決定 しま した。

-1-

t

て



(4) 忘年会 の開催 につ いて              '

例年好評 t/少 クラブ忘年会 を本年 も 12月 30日 (金 )に 実施 す る
こととし

て、 JA5WSZ(村 両氏 )を幹事 に推 し、場所等詳細 を検討 の上、追
つて

ご案 内す ることと しました。

(役員会出席者 )JA5MG・ JA5AHM・ JA5UY・ JA51QPoJA5VP・

JA5TFJ・ JA5WSZ・ JA5GTO(県 支部より特別出席 )

お  知  ら せ

◎ 四国四県合1司支部大会実施さる
昭和 58年 10月 2日 (日 )観 音寺市民会館において、四国支部発足

30周 年記念式典並びに合同支部大会が、 JAlAN原 連盟会長、四国電 _ヽ

波監理局長、観音寺TF長 、各氏の御来臨
の外、各県支部長をはじめ四国各

県から多数の局長が参刀口され、盛大に開催されまし
た。当 日式兵において

は、当クラブ員の「Fか らも数名の人が、アマチユア無繰界
における水年の

功績 に対 して地方本部長から表彰 されました。表彰
を受けられた方 々には

心か ら111祝詞申し上げます。なお、大会は式典
のあと、原会長のュニーク

な講演や、直例のお楽 しみ抽せん会がありFBな 景品が疲 され閉会 となり

ま した 。 (受彰 者 )JA5AA・ JA5AFoJA5AG・ JA50A・

JA5UY・ JA5XG の各 氏

◎ 三木町「 虹の滝 」に涼を求 めて

今年は定例夏のフイール ドが甲止 となりまし
たが、去 る昭和 58年 8月

21日 (自 〕:こ クラプの有志各局が、モービル 6含 を連 らねて塩この奥の

「 虹の滝」ヘビク
ニツクに出掛けま した。場所は塩江を過 ぎて 4～ 5分 も

走 ると橋を穫 つて三叉路 を左折 し山に入 ります。現着
となり滝の流れを横 、_

にして早速象ごう炊数を始める。.女性各局の腕 目漫により
`打 込み肉 うど

ん "も 出来 る。冷たいビールで一 1司乾杯 / 山のオゾンを一杯吸 つて各局

と語 りなが ら食べた料理は、一流 レス トラ
ンの味より数悟 も上で した。

高腹のぁとは、麻雀を戯むもの、滝
つばに糸をたらす もの、若 さを強調

して トリムコースに挑むもの等 々、暑さを忘れて楽 し
い~時を過 しました。

帰り支度を始めた頃宙鳴 と共に激雨襲来、車
にかけ込むのがやっとで下山

となり、塩江を過ぎると雨の気西己もな く、「 タヱは馬
の背を……」の諺 ど

おり。いい想い出にな った夏の一 日でした。各局また出掛け
ましょう/

(参刀口局 )JA5■ 3.JAう KwFoXYL・ 2NDIL.JA51QP.JA5013.JA51RP.  
‐

JA501A・ 2NDyL.JA5MNY.JA5xIB.JA5TFJ 61)宅 争局    ・
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◎ 県支部主催ボーリング大会に参加
恒例のソフ トボール大会が中止 となり、代替のポーリング大会が昭和

58年 9月 4日 (日 )、 シーテイ ドボールにて胸かれ、 JA51QD県 支

部長 のあいさつに続いて、 JA5AGさ んのゴールデンボールによるプレ

ー開始、 YL・ 2NDさ んを混えて和気あいあい、 3F全 ンーン、 2Fン

ーンの半分を使 っての盛大な大会となりました。当 クラブからも多数の人

が参加 し、好プ ンー好成績 を出 した人 もおり大変楽 しい一日を過すと共に

各局と親睦を深めることができました。

◎  電話級標準 コース養成講習会終 る

昭和 58年 8月 27日 から文化センターで実施 いた しました講習会は、
9月 30日 の終了試験をもつて終了 しま したち約 70名余の人が受講 され

ましたが、 90%以 上の合格率だ ったとか……。やがてお空に出てこられ

ることでしょう。各講師の方、管理者 の方ご苦労 さまで した。

O

〔庶務 。会計係からのお願い 〕

0 毎月 1日 は、オンエアー ミーテイングの日です。近況、連絡事項、何で

も結構です。~声でも出 して下 さい。

◇ S57年 度、 S58年 度会費未潤の方は、早急 に納入 くださるようよろ

しくぉ願いいた します。

(DE JA5TFJ)

殿
＊
来
紫
恭
黎
帝
柴
紫
米
紫
紫
恭
米
柴
帝
索
帝
米
帝
紫
驚

，る
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
い

ヽ
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
「

Ｌ
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
ヽ

．づ
ν　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐シ

紫
　
　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
恭

ぶ

　

　

　

　

　

　

　

つ
　

　

　

　

　

　

　

ら

　

　

　

　

　

妥

Ｌ
ヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

ォ

　

　

　

　

　

　

　

　

‘ヽ
　

　

　

　

　

・争

続

　

二志
　
　
　
　
一バ
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
概

羅
　
．澪
　
　
　
ル】
　

一　
一　
限
　
　
　
料

淑

　

∠
だ
　
　
　
　
い
　
　
　
¨
　

　̈
こ
　
　
　
　
カ

”
＞
　
　
　
　
　
一一
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
　́
　
　
　
　
　
■
　
　
　
・　
　
　
　
．　
　
　
　
，
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
】

斜

　

一副
　
　
　
　
う
　
　
　
一
　

一　
数

　

ゝ
　
　
瑶

斜

竿

”
　

ろ

　

　

　

誰

し
　

銚

濃

丹

み

だ

　

あ

あ

　

い

幾

轟

０

ゆ
´
　

る

　

な

な

０

大
　

継

料

３

い

来

ｏ

た

だ

０

く
　

幅

滋

九ス

洵
．

が

す

つ
ん

０

け

れ

為

礎
折

σ

　

ル

ま

あ

た

，

Ｄ

　

も
ヽ

曲
一一̈
砕一　
〓
つ
い
あっ
和
ド
　
霧
↑

綴

本

３
　
の

れ

い

が

　

中
　
矧

一

辮
訪
訪

嬉
鞍
崎
賦
‐頁
“
　
憎

辮
勘
椰

嘔
漏
れ
純
・６８
一

蝉

淑

　

ロ
ト　
”４
　
　
５
　
貞

　
こ
　
こ
　
　
　
口Ｆ
　
　
幾

揺

　

Ｌ
　

“
　

　

Ａ
　
写
　
　
　
　
】こ
　

ろ
　
　
鶯

叔
‘
　
　
　
　
ｐ

・
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
，
　
　
　
，　
　
　
　
　̈
　
　

　̈
　
蘭
膨
　
　
　
十
０　
　
　
　
　
■
０

・る
０
　
　
　
　
「，
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
」いヽ

な

　

Ａ
　
　
　
　
が
　
事
　
一　

　̈
５
　

方
　
　
⇔

淑
　
　
Ｊ
　
　
　
　
わ
　
記

　
一
　

一　
Ｂ
　

Ｉ
　
　
維

‐夕
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
匡
　
・
　

詳

．，

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

　

や
、
　

嗜

　

嘔

　

　

　

　

、̈
コ
　

　

・
叔
伏

ち
ヽ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一　

　

′４

　

１

　

１
．　

　

　

　

　

メー
　

　

　

と
い

紐
　
　
　
　
　
　
つ
　
時
　
Ｏ

Ｙ
　
　
　
希

　

籍

や
　
　
　
　
　
　
か
　
た
　
　
　
　
　
　
御

　

淑

，る
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ヽ

．●
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
一υ

・‘
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
一ゝ

Ｓ
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、Ｓ
ク

ち
０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ざ

曽
米
米
誇
聴

ヤ
オ
恭
米
米
索
索
脅
恭
恭
索
歯
帝
恭
索
【米
韻

ヒ

0

t



矢 切 の 渡 じ

松戸の市街地か ら4bほ ど江戸川を

下 ったところに『 矢切の渡 し』がぁ
る。

2度映画化 されたアララギ派の歌人伊

藤左千夫の名作「 野菊の墓 」に出て く

る渡 しで、二人公民子が政大を矢切の

渡 しまで見送 り、それが生涯の労l」れに

な ったという悲 しい物語の場 として、

また大衆娯楽映画「 寅 さん 」シリーズ

にも登場 し、最近、 ンコニド各社の競

作で大 ヒツ トした演歌「 矢切の疲 し」

で も有名にな った所である。

さて、 この地万の背景、「 矢切の渡

し」だが、 この起 こり等を次から想像

していただきたいと思います。

X      X      ×

「 僕の家 といふは、矢切の渡 しを

東へ慶 り、小高い岡の上でやはり矢

切村 と云 っている所。崖の上にな っ

ているので、利根川は勿論中川まで

もかすかに見え、武蔵一ゑんが見渡

される。秩父から足柄箱根の山々、

富士の高峰 も見える。・……」

(伊藤左千夫「 野菊の基 」より )

「 つれて逃げてよ

「 ついておいでよ

夕ぐれの雨が降る

千 葉 県 松 戸 市

恋に生きたい 二人です

(石本美由延イ団 「矢切の渡じ」より)

X      X      X

「 矢切の渡 し」は、江戸時代にさか

のぼり、幕府の方針で江戸周辺の河川

の架橋が許 されず、江戸川を越すには

渡船で関所の渡 しを利用 しなければな ~

らなか ったが、江戸川の両岸 に田畑を

持つ農民に対 して農耕 のため特別に認

め られた渡船であった。以後、江戸川

唯一の疲 しとして四代目杉浦工雄、五

代目逸によ つて 350余 年間受け継が

れているのである。ギイー・ギイーと

櫓 を漕 ぐ音、水面をすべる伝馬船に乗

って江戸川渡 しの風情は格別なものが

あり、訪れる人 々の郷愁を誘 っている。

この附近は、文学散策などハイキン

グコースでもあり「 矢切の顔 し」から

東 へ小高い丘まで野馬、野草を観察 し 
｀
＼_

なが ら歩 いてい くと西蓮寺の境内に、

「 野菊の基文学碑 」がある。ここか ら

木立の板 ごしの風景 はすはらしく、ひ

とときの安 らぎを与 えて くれる。境内

の売店では、失切の渡 し棄船手形・絵

馬・矢切人形・版画・絵ハガキなど松

戸の記念品があり、訪れる人 々に大変

喜 ばれている。  (「 郵政 」か ら )
の

Ｊ
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切
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親のこころ |こ  そむいてまで も
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